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中
小
工
業
問
題
ミ
し
て
の
下
請
制
工
業

Ef1 

杉

競

序
ー
企
業
の
規
模
の
問
題

小
工
業
は
大
工
業
に
堅
倒
さ
れ
段
落
ず
る
も
の
で
あ
る
か
、

こ
れ
は
岐
に
多
/
¥
の
皐
者
に
よ
っ
て
論
ぜ
ら
れ
た
問
題
で
あ
る
。

般
的
に
い
へ
ば
工
業
企
業
は
規
模
大
な
る
程
有
利
で
あ
る
G

之
組
織
に
ぷ
る
節
約
の
法
川
州
と
し
て
説
明
さ
れ
る
所
の
も
の
で
あ
り
、

企
業
の
結
合
が
行
は
れ
る
の
は
一
は
こ
の
事
情
あ
る
に
因
る
。

然
ら
ば
小
規
模
な
る
工
業
企
業
は
全
く
存
立
の
徐
地
が
友
い
で
あ
ら

3

3

 

う
'
刀
t

一
般
的
に
い
ふ
友
ら
ば
小
企
業
が
困
難
友
る
こ
と
は
承
認
し
・
な
け
れ
ば
友
ら
た
い
で
あ
ら
う
。
然
し
現
寅
に
小
企
栄
は
残
存

し
て
ゐ
る
。
之
を
説
明
す
る
も
の
は
大
企
業
に
沿
け
る
弱
鮪
・
就
中
経
替
の
困
難
、
及
び
小
企
業
を
有
利
と
す
る
若
干
の
事
情
で
あ

ら
ね
ば
左
ら
砲
。
議
で
注
意
を
要
す
る
こ
と
は
企
業
規
模
を
決
定
す
る
要
因
は
一
個
で
は
た
い
と
炉
、
及
び
こ
れ
ら
諸
要
因
が
各
産

業
に
於
て
決
し
て
一
様
で
友
い
と
と
で
あ
る
@
印
ち
或
る
産
業
に
ゐ
い
て
は
小
規
筏
を
有
利
と
す
る
要
因
が
強
く
、
他
の
産
業
に
る

づ
て
は
事
情
之
に
反
す
る
が
故
に
、
最
適
左
る
企
業
規
模
は
培
業
毎
に
異
る
筈
で
あ
る
。

然
る
に
更
陀
一
つ
問
題
が
あ
る
。

一
商
品
及
び
一
占
企
業
の
定
義
が
困
難
な
る
こ
と
之
で
あ
る
。
類
似
せ
る
生
産
物
を
経
済
上
同
一

商
品
と
見
る
べ
き
か
、
従
っ
て
と
れ
ら
を
製
遣
す
る
諸
企
業
を
同
一
産
業
に
属
す
る
と
考
ふ
べ
き
か
、
或
は
別
個
の
商
品
と
見
、
夫

中
小
工
業
問
題
と
し
て
の
下
請
制
工
業

八
六

第
六
披

五

第
四
十
七
巻

Marshall， A.， PriJrlciples of Economics， Book J~， c:!lay， II; 12ob~on..'.. J. ，...~.， 
The Evolution ojf Modern Capitnlbm， Chap市 V;RrJl lÎn~nn ， E. A-. G.， The 
Slructure of Competitive Industry， 1921J etc. 
高田保t号、経済原論、 59頁。
Macgregor， D. H.， lnd山 trialcombination 1906， P・19et ，eq・-、iViedenfeld，.

K.， Gewerbepolitik， 1927， S. 34日.
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小
中
工
業
問
題
と
し
て
の
下
請
制
工
業

第
四
十
七
巻

凡
六
四

第
六
披

~ ノ、

夫
の
商
品
を
製
造
す
る
企
業
を
別
個
の
産
業
に
属
す
と
す
べ
き
か
、
賓
際
に
は
不
明
確
な
揚
合
が
極
め
て
多
い
の
で
あ
る
。
同
一
商

ナ
プ
チ
イ
マ
ル
・
切
イ
宍

品
、
同
一
産
業
で
あ
る
・
な
ら
ば
技
術
的
事
情
、
市
揚
構
成
等
も
同
様
で
あ
れ
ν
.
従
勺
て
同
一
の
最
適
規
模
が
見
仇
さ
れ
る
と
し
」
A

泣

る
。
何
れ
に
せ
よ
、
か
く
し
て
一
産
業
に
一
の
最
趨
規
模
が
存
す
る
左
ら
ぽ
、
そ
れ
よ
り
大
た
る
も
の
も
、
小
在
る
も
の
も
之
よ
り

不
利
友
生
庵
を
行
ふ
。
勿
論
、
時
に
は
今
一
つ
の
規
模
が
最
趨
規
模
に
秘
め
て
近
き
粧
品
何
性
を
も
っ
揚
合
が
あ
品
。
唯
と
の
時
に
は

こ
の
間
の
溝
V
一
飛
び
越
の
ん
る
こ
と
が
披
張
。
鍵
で
あ
ら
う
。

以
一
」
の
如
〈
廷
決
に
よ
っ
て
合
JKω
最
誠
机
棋
は
扇
町
る
が
、

一
般
K
は
大
規
模
企
北
枕
布
利
で
あ
る
。
大
規
模
企
業
の
成
立
に
は

二
つ
の
途
が
あ
る
。
最
初
よ
り
相
首
大
た
る
規
模
と
し
て
出
俊
す
る
か
、
小
企
業
が
横
張
又
は
結
合
に
よ
っ
て
大
規
模
化
す
る
か
の

何
れ
か
で
あ
る
が
、
小
企
業
が
横
張
す
る
た
め
に
は
、
製
品
の
販
路
を
獲
得
す
る
必
要
、
即
ち
他
の
企
業
の
顧
客
を
奪
ふ
と
い
ふ
必

要
が
あ
り
、
刊
紙
に
所
謂
「
成
長
の
費
用
」
が
大
な
る
障
害
と
恋
る
。
従
っ
て
小
企
業
は
大
企
業
と
臭
る
種
類
の
、
或
は
類
似
し
て
ゐ
る

が
よ
り
劣
等
な
る
製
品
を
製
造
し
、
不
完
全
競
争
の
中
に
不
利
怠
る
存
立
を
積
け
る
こ
と
誌
な
る
事
が
多
い
の
で
あ
る
。
我
闘
機
械

工
業
に
つ
い
て
こ
の
聞
の
事
情
を
見
る
に
、
小
工
場
は
大
企
業
の
工
場
と
比
較
し
で
技
術
遥
か
に
劣
り
、
同
種
製
品
に
於
て
は
屡
ミ

到
底
競
争
忙
犠
へ
左
い
国
刷
、
多
く
は
極
め
て
簡
単
友
る
金
属
材
料
品
、
各
種
道
具
類
、
機
械
修
絡
の
た
め
の
部
分
品
等
を
製
法
し
て

来
た
の
で
あ
る
。
叉
小
工
場
に
針
し
て
は
屡
と
問
屋
資
本
が
支
配
し
、
そ
の
下
に
従
属
し
て
持
働
集
約
的
に
経
営
を
続
け
て
来
た
。

之
に
到
し
犬
企
業
は
複
雑
友
る
機
械
の
製
治
に
首
り
各
種
部
分
品
を
大
部
分
自
己
の
工
揚
に
ゐ
い
て
製
迭
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

然
る
に
、
金
輸
出
再
禁
止
及
び
満
洲
事
援
を
境
と

L
て
機
械
工
業
に
索
い
て
大
企
業
と
小
工
揚
と
の
闘
係
に
新
し
き
形
態
が
護
展

し
-
初
め
た
。
邸
ち
小
規
模
企
議
は
大
企
業
よ
り
注
文
を
う
け
て
機
抽
部
分
品
を
製
作
し
、
文
は
一
部
の
加
工
を
行
ふ
の
で
あ
又
市
と

Robinson， ibid..， 'p. 17 etc. 
Robinson， ibid吻 p.6→3・ 6) jbid.， p. I:::~2 泊
ibid.， p. r2o， Ma'rshall， ibirl.， ~:th ed.， p'. ~85_ ~t ~e~l' 
拙稿、機械工業における下耐制!の訪j査(吐合政策時一報、昭和 12年 9月競)、下
請制工業に重量ずる統制の基調(財政、昭和 13年日月五車〕、小宮山琢二、下請工
業の世合的経済的構造(枇舎政策時報、昭和町年9月焼、J:c-)月齢)英他重量版。
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の
形
態
は
既
に
相
営
以
前
よ
り
存
在
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
昭
和
七
年
頃
よ
り
頴
著
友
る
愛
展
を
遂
げ
た
。
之
が
準
戦
時
経
済
又

は
戦
時
経
済
下
に
ゐ
け
る
特
殊
現
象
友
り
や
否
や
は
一
つ
の
大
友
る
問
題
で
あ
る
。
し
か
も
と
の
所
謂
下
請
制
工
業
を
検
討
す
る
と

き
、
溌
展
の
イ
一
一
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
は
会
〈
大
企
業
側
に
あ
る
が
、
本
来
劣
弱
な
る
地
位
に
tu
る
小
企
業
が
大
企
業
に
依
存
せ
る
今
日
の

般
態
は
何
時
迄
綬
き
得
る
か
、
描
担
金
」
得
ぎ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
小
工
場
の
経
済
性
を
武
器
と
し
或
る
程
度
調
立
せ
る
企
業
と
し
て
大

工
業
と
相
並
ん
で
存
立
し
得
る
詮
あ
り
や
、

が
更
に
一
つ
の
問
題
と
た
ら
ざ
る
を
得
友
い
。

か
も
為
る
問
題
は
勿
論
容
易
に
解
容
を
奥
へ
得
ざ
る
も
の
で
あ
る
が
、
誌
で
は
と
の
問
題
を
中
心
と
し
て
機
械
工
業
に
ゐ
け
る
下
請

工
揚
ム
」
元
方
大
企
業
と
の
闘
係
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
穴
い
。
順
序
と
し
て
、
先
づ
下
請
工
揚
が
如
何
友
る
過
程
に
で
成
立

712 
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什
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揚
の
経
済
性
で
あ
る
。
そ
の
経
済
性
を
分
析
ナ
る
と
と
が
次
に
必
要
で
あ
ら
う
。
他
方
下
請
制
工
業
務
展
の
イ
一
一
シ
ァ
テ
ィ
ザ
が
何

庭
に
あ
っ
た
か
と
い
ふ
事
、
及
、
び
下
請
工
揚
と
大
企
業
と
の
閥
係
が
如
何
段
る
形
態
を
と
れ
る
か
は
極
め
て
貰
大
友
問
題
で
あ
る
。

と
の
闘
係
の
最
も
密
接
左
る
は
所
謂
専
属
闘
係
で
あ
り
、
税
務
に
な
れ
る
揚
合
は
殆
ど
猫
立
に
近
〈
、

一
般
の
下
請
関
係
は
こ
の
雨

被
端
の
中
間
に

b
る
q

と
れ
ら
の
黙
を
考
察
し
た
る
後
、
最
後
に
下
請
制
工
業
の
牌
来
は
何
れ
の
方
向
に
進
む
ぺ
"
き
か
に
つ
い
て
論

及
し
た
い
。
中
小
工
業
問
題
と
し
て
下
請
制
工
業
に
劃
す
る
統
制
政
策
は
今
日
に
た
け
る
一
つ
の
問
題
で
あ
る
、
之
小
論
が
下
請
制

工
業
の
分
析
を
試
み
た
所
以
で
あ
る
。

ーー

下
請
制
工
業
の
成
立
過
程

中
小
工
業
問
題
と
し
て
の
下
請
制
工
業

第
四
十
七
巻

八
六
五

第
ノ、

競

七



中
小
工
業
問
題
と
し
て
の
下
請
制
工
業

第
四
十
七
巻

t¥. 

九
六
六

第
六
鋭

先
づ
最
近
、
特
に
満
洲
事
費
及
び
金
輸
出
再
禁
止
後
に
沿
い
て
、
機
械
工
業
に
た
け
る
下
請
制
工
業
が
念
速
に
愛
展
し
売
る
事
情

を
見
ょ
う
。
一
マ
一
同
ふ
抱
一
も
訟
く
、

一
方
に
軍
需
晴
嵐
算
の
膨
脹
と
、
他
方
に
輸
出
の
設
展
に
図
る
一
般
産
業
の
回
復
は
機
械
工
業
に
大
左

る
需
要
を
鷲
し
た
。

一
般
に
、
景
気
の
上
昇
期
に
沿
い
て
生
産
財
部
門
忙
針
す
る
需
要
増
加
は
、
消
費
財
部
門
に
比
し
透
か
に
大
で

あ
る
。
機
織
工
業
は
直
接
軍
需
品
生
産
に
参
加
す
る
の
み
友
ら
や
、
他
の
産
業
の
擬
張
に
必
要
た
る
機
械
t
q
一
供
給
せ
ね
ば
な
ら
泣
か

-てコ
た

乙
の
需
要
激
増
に
際
し
て
機
械
工
業
に
ゐ
け
る
大
企
業
は
休
閑
設
備
を
利
川
し
指
せ
る
上
、

更
に
そ
の
生
壁
カ
に
不
足
b

往生

A
V
'

る
に
一
企
り
、
途
に
小
工
揚
の
生
産
力
を
利
用
す
る
と
と
k

た
つ
宍
の
で
あ
る
。

生
滞
削
削
工
業
は
需
要
品
川
加
の
激
烈
た
る
H
I

照

L
、

そ
の
撲
張
は
概
ね
急
速
に
費
現
し
難
い
。
そ
こ
で
犬
機
械
工
場
は
取
敢
へ
や
小
工
揚
を
自
己
の
た
め
に
動
員
せ
ん
と
試
み
る
。
け
れ

E
も
小
工
揚
の
技
術
程
度
が
一
般
に
極
め
で
低
い
と
い
ふ
事
責
に
直
面
し
て
、
小
工
揚
に
は
そ
の
技
術
程
度
に
膝
や
る
一
部
分
の
作

業
の
み
を
注
文
す
る
に
止
っ
た
。
の
み
な
ら
や
、
大
規
模
企
業
の
設
備
損
張
に
は
之
を
妨
ぐ
る
章
一
大
な
る
一
閃
が
あ
っ
た
。
即
ち
軍

需
注
文
の
永
続
性
に
封
す
る
危
倶
之
で
あ
る
。
欧
洲
大
戦
営
時
、
未
曾
有
の
膨
阪
を
た
し
た
結
果
、
戦
後
の
恐
慌
に
最
も
苦
難
を
嘗

め
た
も
の
は
重
工
業
で
あ
っ
た
。

と
の
背
き
経
験
が
機
械
工
業
者
を
し
て
近
年
の
繁
忙
に
際
し
で
も
慎
重
た
る
態
度
を
と
ら
し
め
た

こ
と
は
疑
ぴ
友
い
。

一
日
一
軍
需
注
文
が
減
少
し
、
又
輸
出
産
業
景
気
が
沈
滞
す
る
と
き
、
大
工
場
は
再
び
大
な
る
休
閑
設
備
を
擁
し
・

大
な
る
固
定
費
負
捨
に
苦
し
ま
ね
ば
友
ら
む
こ
と
を
警
戒
し
、
之
が
た
め
に
自
己
の
工
場
設
備
を
拡
張
す
る
と
と
を
差
柊
へ
、

し
由通

も
現
在
増
大
し
た
注
文
を
消
化
せ
ん
と
し
て
、
絃
に
小
工
場
の
生
産
力
を
自
己
の
た
め
に
利
用
し
た
の
で
あ
る
。

下
請
制
工
業
の
殻
展
を
促
し
た
直
接
の
原
因
は
こ
L
に
あ
る
。
然
し
他
に
も
一
二
、
之
に
拍
車
を
か
け
た
と
考
へ
'
ら
れ
る
事
情
が

あ
る
。
そ
れ
は
基
礎
産
業
で
あ
り
、
軍
需
工
業
で
あ
る
と
い
ふ
見
地
か
ら
す
る
官
臓
の
指
導
奨
励
で
あ
る
。
第
一
に
軍
部
の
指
導
下

第11佳第2披)、前掲拍i中小工業の残存形恕左下請制(粧III'I~雑誌、藤岡敬三、
稿参加。



に
あ
る
下
請
制
工
業
、
邸
ち
所
謂
地
方
統
制
工
業
に
お
け
る
官
雌
の
指
導
方
針
で
る
る
。
高
知
腕
に
於
て
地
方
小
銭
工
業
者
の
窮
欣

を
打
開
せ
ん
が
た
め
に
、
昭
和
九
年
鯨
腐
の
要
請
に
基
い
て
、
央
海
軍
工
廠
が
こ
れ
ら
の
小
工
業
者
に
封
し
て
下
請
注
文
を
奥
へ
た

の
が
、
地
方
統
制
工
業
の
最
初
で
あ
る
が
、

そ
の
後
岩
手
、
宮
域
、
秋
田
、
福
島
、
静
岡
、
和
歌
山
、
鳥
取
、
庚
島
、
山
口
、
徳
島

呑
川
、
愛
媛
等
の
各
地
方
に
及
陶
ほ
さ
れ
て
ゐ
る
。
と
L
で
は
軍
部
官
殿
が
下
請
制
工
業
務
展
に
た
け
る
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
を
と
っ
て

之
を
援
助
し
た
の
で
あ
る
。
尤
も
地
方
統
制
工
業
は
民
聞
大
企
業
よ
り
す
る
下
請
の
場
合
と
若
干
の
相
還
を
も
っ
て
ゐ
る
が
故
に
抜

に
は
直
接
問
題
と
し
な
い
。
第
二
に
商
工
省
が
地
方
工
業
化
と
下
請
工
業
助
成
に
積
極
的
在
る
努
力
を
た
し
て
ゐ
る
の
も
同
じ
方
向

:コリコ:、
d
h
。

れ
同
比
げ
て

t
Z
E
q

而
し
て
乙
れ
ら
何
れ
の
場
合
に
も
中
小
工
業
の
救
済
と
い
ふ
と
と
が
前
聞
に
川
て
ゐ
た
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。

か
〈
し
て
機
内
工
業
に
沿
け
る
大
企
業
は
多
大
の
注
文
を
消
化
し
、

R
不
況
の
際
の
危
険
を
他
に
称
嫁
す
る
た
め
K
下
請
工
揚
を

利
用
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
之
恰
も
大
企
業
が
不
況
の
際
の
危
険
を
他
に
碍
嫁
せ
ん
'
と
し
て
中
間
商
人
を
介
在
せ
し
め
る
の
と

軌
を
一
に
し
て
ゐ
る
。

下
請
制
工
業
は
そ
の
愛
展
の
直
接
原
因
を
以
上
の
貼
に
も
っ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
何
等
か
の
程
度
に
沿
い
て
戦
時
経
済
に
ゐ
け
る

特
殊
現
象
と
見
た
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。
蓋
し

E
大
な
る
軍
事
需
要
と
そ
の
永
績
性
に
到
す
る
不
安
と
は
準
戟
時
経
消
又
は
戟
時
経
怖
の

特
徴
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
下
請
制
工
業
の
設
展
に
は
他
の
反
商
、
邸
ち
平
時
に
た
け
る
存
在
理
由
の
あ
る
事
も
見
逃
す

こ
と
が
出
来
友
い
。
国
荒
し
て
然
ら
ば
低
勢
賃
を
特
徴
と
す
る
我
闘
に
於
て
は
卒
時
に
あ
っ
て
も
小
工
場
が
存
立
し
得
る
可
能
性
を
一
不

す
も
の
で
あ
ら
う
。
下
請
工
揚
の
低
生
産
費
邸
ち
之
で
あ
り
、

こ
の
故
に
機
械
工
業
に
お
け
る
大
企
業
は
小
工
場
を
そ
の
下
請
工
揚

と
し
て
利
用
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
従
来
下
請
制
工
業
の
興
ら
・
な
か
っ
た
一
つ
の
理
由
は
小
工
場
の
隔
絶
せ
る
低
技
術
で
あ
っ
て

中
小
工
業
問
題
と
し
て
の
下
請
制
工
業

第
四
十
七
巻

大4

八
六
七

第
六
競

首幸子英彦、中小銭工業助成指導策、昭和131~、 2頁以下。
商工省工務局、下消制工業貨施状況報告帯、昭和Iz1F.o

同書。河周嗣郎、鞭崎稔、農村機械器具工業と農家観祷{時局と農村(1)479頁以下)。
Weyermann， M. R.， Die δkonomlsche Eigenart der modernen gewerblichen 
τechnik(G. <1. S.， VI， 2. AuR. 19"3)， S. 1&). 
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中
小
工
業
問
題
と
し
て
の
下
請
制
工
業

第
四
十
七
巻

O 

八
六
八

第
六
銃

軍
需
景
気
に
よ
る
小
工
揚
の
生
産
力
定
用
の
必
要
が
と
の
障
害
を
克
服
し
売
の
で
あ
る
。

-
般
に
大
企
業
が
機
械
製
作
の
注

か
〈
て

文
を
う
け
た
る
揚
合
に
は
、
之
を
多
数
の
部
分
品
に
分
解
し
、
そ
の
中
何
れ
を
自
己
の
工
場
に
て
製
作
し
、
何
れ
を
下
請
せ
し
め
る

か
を
決
定
ナ
る
。

と
の
時
巷
準
と
在
る
の
は
一
般
に
納
期
と
債
絡
(
一
冗
方
工
場
に
と
っ
て
は
生
産
費
)

と
の
こ
賭
で
あ
る
。
納
期
ム
」
は
換

言
す
れ
ば
一
五
万
た
る
大
工
揚
の
操
業
度
の
考
慮
で
あ
り
、
納
期
選
ぐ
自
己
の
工
場
が
閑
散
で
あ
る
た
ら
ば
多
く
の
部
分
注
自
製
し
、

反
針
の
掴
朝
合
に
は
多
く
を
下
請
に
出
し
て
小
ヱ
場
を
利
用
す
る
。
前
述
の
激
品
川
せ
る
岳
山
嬰
が
と
の
某
準
に
意
義
を
も
た
し
め
た
の
一
じ

私
U
7
d
q

叉
傾
格
の
考
庶
と
は
或
る
郁
λ
7
E
川
に
つ
い
て
は
自
製
す
る
土
り
も
下
請
工
揚
に
で
製
作
せ
し
め
る
方
が
低
康
弘
弘
る
事
貨
を
利

用
し
、
之
を
下
請
せ
し
め
る
と
と
を
指
す
。
勿
論
、
納
期
と
債
格
と
を
基
準
と
す
る
と
は
い
ふ
も
の
へ
技
術
の
許
す
範
圏
内
で
の

事
で
あ
る
。
下
請
工
場
の
技
術
稗
度
は
低
ぐ
精
密
た
る
作
業
は
不
可
能
で
る
る
。
け
れ
H

と
も
そ
の
課
度
の
技
術
を
以
て
足
る
部
分
若

一
般
に
下
請
せ
し
め
る
と
と
不
適
営
な
る
も
の
は
、
極
め
て
高
骨
一
精
度
を
一
安
ず

る
部
分
、
機
密
を
要
す
る
部
分
、
大
な
る
容
積
に
て
小
工
場
に
で
工
作
設
備
を
有
せ
十
、
又
は
運
搬
に
不
使
在
る
も

m等
で
あ
る
ω

〈
は
工
作
過
程
は
一
の
機
械
に
沿
い
て
少
〈
左
い
。

叉
作
業
の
佐
賀
著
し
〈
異
る
た
め
、
大
企
業
に
で
も
設
備
を
設
け
や
、
専
門
工
揚
を
し
て
製
作
せ
し
め
る
と
ム
」
を
有
利
と
す
る
も
の

は
下
請
工
揚
を
利
用
す
る
。

と
れ
ら
を
除
き
納
期
の
迫
れ
る
も
の
は
下
請
債
格
の
如
何
に
拘
ら
や
下
請
せ
し
め
、
又
納
期
諮
ら
・
?
と

も
下
請
債
格
が
自
製
す
る
揚
合
の
生
産
費
に
比
し
て
低
き
も
の
を
下
請
せ
し
め
る
の
で
る
る
。

一
方
に
沿
い
て
椴
増
せ
る
機
械
需
要
と
大
企
業
の
危
険
持
嫁
の
意
閥
、
他
方
に
沿
い
て
小
工
揚
の
低
生
産
費
が
下
請
制
工
業
殻
展

の
原
因
で
あ
っ
た
こ
止
は
以
上
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
小
ヱ
揚
の
低
生
産
費
は
何
に
原
因
す
る
か
、
之
を
吠
陀
検
討
せ

ね
ば
左
ら
ぬ
。

淡路闘治郎、松本洋、大工揚ト中小工場ノ 1連絡提I携並立中小工場/技術的指
導(工業と経済昭和12年四月続〉。
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下
請
工
場
の
耀
酒
性

小
工
場
が
、
機
械
の
或
る
部
分
の
製
作
又
は
加
工
に
つ
い
て
は
、
大
企
業
よ
り
も
低
き
生
産
費
を
以
て
足
る
左
ら
ぽ
、
小
工
場
は

そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
一
際
大
企
業
に
劃
す
る
競
争
能
力
を
も
っ
。
卸
ち
平
時
に
於
て
も
小
工
場
が
存
立
し
得
る
一
つ
の
根
揚
が
忌

る
わ
け
で
あ
る
。
突
に
低
生
産
費
及
び
そ
の
他
の
利
盆
の
根
嫁
、
卸
ち
小
工
場
の
経
済
性
を
分
析
し
よ
う
。

第
一
に
生
産
技
術
上
か
ら
見
て
、
先
づ
峠
労
働
の
集
約
的
利
用
が
そ
の
原
因
で
あ
る
。
我
図
の
如
き
努
働
一
の
低
廉
友
る
と
と
ろ
に
於

て
は
簡
単
友
作
業
は
持
働
を
集
約
的
に
利
用
す
る
事
に
上
り
、

精
巧
反
る
機
叫
慨
を
使
用
す
る
大
工
場
に
針
抗
し
得
る
の
で
あ
る
。

何
れ
や
」
漣
探
す
る
か
は
生
庶
曲
目
の
比
較
に
よ
あ
。

般
に
機
械
と
弁
働
と
が
悶
一
種
類
の
作
業
乏
な
し
得
る
揚
合
、

持
働
の
低
廉
耽
る

我
闘
に
於
て
機
械
化
の
進
ま
ざ
る
と
止
、
特
に
コ
ン
ヴ
ェ

l
ャ
1
類
、
自
働
機
械
類
の
利
用
少
き
と
と
は
同
ビ
理
由
か
ら
説
明
さ
れ

る
。
下
請
工
場
に
で
も
低
廉
に
し
て
精
度
低
き
機
械
は
使
用
す
る

h
、
之
に
低
廉
た
る
努
働
を
配
す
る
。
そ
の
結
果
、
例
へ
ば
大
工

相
輔
の
優
秀
な
る
工
作
機
械
に
よ
れ
ば
一
同
の
切
削
を
以
て
完
了
す
る
工
程
を
、
小
工
場
に
て
は
精
度
低
き
機
械
を
用
び
三
岡
も
四
同

も
繰
返
し
て
漸
く
仕
上
げ
る
。
か
く
て
首
然
小
工
場
に
ゐ
け
る
労
働
時
間
は
著
し
〈
長
き
に
亙
っ
て
ゐ
る

G

叉
小
工
場
の
熟
練
工
は

簡
皐
に
し
て
精
度
低
き
機
械
を
巧
み
に
工
夫
し
て
用
ひ
、
相
営
・
な
る
仕
事
を
友
し
得
る
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。
低
康
友
る
弊
働
と
は
少

教
の
熟
練
工
と
多
数
の
不
熟
練
工
に
(
見
習
ヱ
)
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
十
人
の
峨
工
中
、
熟
練
工
が
三
四
人
と
い
ム
の

が
普
通
で
る
る
。
次
に
分
業
に
基
く
専
門
化
が
生
産
費
の
低
廉
を
費
す
と
と
も
少
く
な
い
。
分
業
ム
」
専
門
化
と
は
機
械
化
せ
る
犬
ヱ

揚
に
て
も
勿
論
行
は
れ
る
が
、
小
工
場
に
と
も
或
る
程
度
専
門
化
す
る
と
と
が
可
能
で
あ
り
、
揚
合
に
よ
っ
て
は
元
方
大
企
業
が
之

中
小
工
業
問
題
と
し
て
の
下
請
制
工
業

第
四
十
七
巻

八
六
九

第
六
銃

Weyermann， a. a. 0.， S. 153・
ノj、:守山琢二、前掲論文(昭和13年同月搬、 182貰以下)参照。
小宮山琢二、前調論文(昭和'3年四月抗、 19X頁)。
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中
小
工
業
問
題
止
し
て
の
下
請
制
エ
業

第
六
銃

->  

第
四
十
七
巻

八
七
O

を
一
悠
援
す
る
こ
と
が
あ
る
。

同
種
製
品
叉
は
工
作
に
専
門
化
す
る
と
き
は
精
度
低
き
機
材
と
低
腐
左
る
勢
働
を
以
で
し
て
相
前
の
作

業
を
行
ひ
得
る
に
五
り
、

生
産
裂
を
も
低

f尋
る

同
一
作
業
を
凡
そ
一
年
間
継
績
す
る
な
ら
ば
加
工
貨
は
概
ね
字
額
に
低
下
ナ

る
と
い
は
れ
る
。
之
は
(
イ
)
機
枕
が
時
日
を
経
る
に
従
ひ
そ
の
作
業
に
越
す
る
や
う
に
調
整
さ
れ
る
、

(
ロ
)
機
械
の
み
左
ら
や
，
、
之

に
件
ふ
道
具
類
、

別
品
物
相
州
が
最
初
は
通
せ
ざ
る
と
と
が
あ
る
、

作
業
の
速
度

(
ハ
)
峨
工
が
そ
の
作
主
に
慣
れ
る
迄
は
不
安
を
持
ち
、

が
渥
〈
、

叉
作
業
の
中
迭
に
時
間
の
空
交
が
多
い
、
L
L

い
ふ
如
き
種
々
の
浬
尚
に
来
ぐ
も
の
で
あ
る
。

唯
作
業
の
性
質
上
、
数
量
ゆ
き

油
女
児
つ
山
て
ば
か
く
の
如
雪
専
門
化
そ
め
ま
り
に
進
め
む
こ
と
は
山
川
来
お
い
コ
向
機
織
め
中
に
は
特
殊
の
部
分
品
、

例
へ
ば
計
器

f
T
ぉ
，
d
Z
L
F

、

完
M
H
晶

等
の
そ
れ
自
身
一
舷
完
成
せ
る
機
械
に
し
て
よ
り
犬
た
る
機
械
の
部
分
品
と
な
る
も
の
が
あ
旬
、

ゐ

〉
拍
〈
r
t

小
却
一
定
動
機
、

如
き
も
の
は
後
者
の
注
文
を
受
け
た
る
大
企
業
が
自
ら
製
造
す
る
よ
り
も
、
専
門
の
工
相
留
に
注
文
す
る
の
を
有
利
と
す
る
。

こ
れ
ら

の
専
門
工
揚
は
必
や
し
も
小
規
模
で
は
友
く
、
典
型
的
左
下
請
闘
係
(
簡
単
な
る
部
分
品
製
作
又
は
工
作
目
下
請
)
と
は
精
具
、
っ
た
事
情
に

あ
る
が
、
専
門
化
に
よ
っ
て
生
産
費
を
低
下
し
、
し
か
も
改
良
を
加
へ
た
る
優
秀
な
る
製
品
を
出
し
て
ゐ
初
。
以
上
要
す
る
に
生
産

技
術
的
に
は
低
廉
在
る
措
労
働
の
集
約
的
利
用
と
車
門
化
と
に
よ
っ
て
小
ヱ
揚
も
有
利
在
る
生
産
を
行
ひ
得
る
の
で
る
る
。
今
日
勢
貨

の
騰
貴
著
し
き
に
も
拘
ら
や
、
向
大
工
揚
に
比
し
て
中
小
規
模
の
下
請
工
相
官
の
生
産
費
が
低
き
と
と
が
多
い
。

第
二
に
T

ム
揚
管
理
上
よ
り
見
て
小
規
模
左
る
が
故
に
工
場
主
は
指
部
監
督
を
徹
底
し
得
る
と
い
ふ
長
所
を
も
っ
。
低
廉
た
る
勢
働

を
利
用
し
て
も
充
分
な
る
監
替
に
よ
っ
て
そ
の
能
率
を
相
首
に
高
め
得
る
の
で
あ
る
。
又
工
揚
王
は
努
力
の
結
呆
が
直
按
自
己
の
一
利

害
に
影
響
す
る
が
故
に
、
特
に
熱
心
に
事
に
蛍
る
と
と
は
首
然
で
る
る
。
か
L
る
工
場
に
あ
っ
て
は
工
揚
主
は
概
ね
峨
手
と
し
て
自

ら
ヱ
揚
に
出
て
働
き
、
或
は
一
光
方
工
揚
に
来
て
製
作
の
要
領
を
聞
き
、
或
は
技
術
の
指
導
、
訓
練
を
う
け
、
之
を
自
己
の
ヱ
揚
に
徹

Robir抽出1，The Structure of Co:mpetitive Industry， p. :20. 

前掲拙稿。
Robinson， ibid.， P・45-50・
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底
せ
し
め
る
。
小
工
場
に
設
備
さ
れ
た
る
精
度
低
き
工
作
機
被
の
使
用
法
に
つ
い
て
は
大
工
揚
の
峨
工
の
思
ひ
及
ば
ざ
る
工
夫
を
乙

ら
す
と
い
ふ
。

第
三
は
所
謂
外
部
節
約
の
利
益
に
よ
っ
て
小
工
場
が
低
廉
左
る
生
産
を
行
ひ
得
る
こ
と
が
あ
る
。
邸
ち
一
地
方
に
同
一
種
類
の
産

業
が
集
中
し
、

そ
れ
に
必
要
友
る
機
純
及
び
そ
の
部
分
品
の
需
要
が
大
と
な
る
と
き
は
、
中
小
工
場
も
亦
之
を
中
心
と
し
て
殻
展
す

る
。
叉
或
る
地
方
に
原
料
の
産
出
、
そ
の
他
の
事
情
か
ら
同
一
種
類
の
中
小
工
場
が
集
中
す
る
こ
と
が
あ
る
。

か
く
の
如
き
地
方
的

集
中
が
行
は
れ
る
と
き
は
そ
こ
に
熟
練
弊
働
が
容
易
に
得
ら
れ
、
専
門
化
が
行
は
れ
、
更
に
市
場
が
整
備
し
、
補
助
産
業
そ
の
他
産

"，U怪.. 
B話
芸E
tJ王

7G 
備
ーF
る。)

之
に
存
立
の
絵
地
が
典
へ
ら
れ
る
こ
と
k

友
る
。

従
っ
て
小
工
場
の
経
営
も
有
利
に
な
り
、

例
へ
ば
東
京
地

む
に
は
各
種
謀
議
が
集
中
し
、

機
械
工
業
も
著
し
〈
議
日
間
た
滋
げ
て
ゐ
る
か
ら
、

機
械
工
業
問
素
材
の
市
場
も
整
備
し
、

小
一
」
揚
が

必
要
と
す
る
程
度
の
少
量
一
の
購
入
が
さ
し
て
不
利
で
な
い
。
叉
三
重
腕
桑
名
町
、
埼
玉
懸
川
口
市
の
如
く
古
く
よ
り
積
物
業
が
稜
展

し
小
工
場
が
康
債
友
る
生
産
を
行
っ
て
ゐ
る
場
合
が
あ
る
。
大
阪
地
方
に
て
は
紡
績
機
械
の
製
造
多
く
、
そ
の
部
分
品
に
つ
い
て
は

専
門
化
が
行
は
れ
、
叉
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
存
在
も
あ
り
、
市
場
が
整
っ
て
ゐ
た
。
現
住
は
餓
鋼
配
給
統
制
に
て
製
法
然
止
中
で
あ
る
が
、

そ
れ
迄
は
こ
の
方
聞
に
於
て
小
工
場
が
相
営
の
活
動
を
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

第
四
に
小
工
場
の
経
済
性
は
経
俸
の
揮
力
性
大
な
る
こ
と
に
る
る
。
之
は
既
述
せ
る
如
く
、
小
工
場
が
機
枕
化
せ
や
、
主
と
し
て

持
働
を
集
約
的
に
利
用
す
る
こ
と
に
悶
り
、
同
定
究
小
な
る
が
た
め
で
あ
る
。
小
工
場
に
む
い
て
同
定
費
負
婚
が
小
に
し
て
、
従
つ

て
生
産
を
伸
縮
す
る
自
由
が
大
で
あ
り
、
よ
く
景
気
の
受
動
及
び
需
要
の
受
還
に
針
膝
し
得
る
こ
と
は
成
く
認
め
ら
れ
、
詳
殺
を
M
R

し
な
い
で
あ
ら
う
。
又
専
門
機
械
を
用
び
る
こ
ん
」
少
け
れ
ば
製
品
種
類
を
愛
へ
る
こ
と
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
。

中
小
工
業
問
題
と
し
て
の
下
請
制
工
業

第
四
十
七
巻

丹、

七

静
六
競

Macgregor， 135; 151， p. Mor討hal1， Principl.es， p. 271; Robir凶 on，ibid咽，
Indust ria1 Combination， p. 20-25・
Robinson， ibid.， p刷 95，102. 
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中
小
工
業
問
題
と
し
て
の
下
請
制
工
業

第
四
十
七
巻

第
プミ

銃

八
七

四

市
揚
の
問
題
、
即
ち
原
料
の
獲
得
と
製
品
の
販
賓
に
つ
い
て
は
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
易
し
或
は
問
屋
資
本
の
支
配
下
に
立
っ
と
き
と
同

様
、
小
工
揚
は
下
請
工
揚
た
る
限
り
一
腹
自
ら
之
に
煩
は
さ
れ
な
い
。
換
言
す
れ
ば
市
場
関
係
よ
り
し
て
規
模
の
大
小
に
影
響
は
左

ぃ
。
勿
論
か
く
の
如
き
大
企
業
に
存
依
す
る
と
と
に
よ
り
小
工
場
が
存
立
し
て
ゐ
る
こ
と
、

こ
の
依
存
関
係
を
離
れ
る
と
き
は
市
揚

の
整
備
が
小
工
揚
の
た
め
に
は
必
要
保
件
と
取
る
と
と
を
注
意
せ
ね
ば
友
ら
ぬ
。

~!~I 

大
企
離
の
イ
山
ナ
Y

T
四

7

4
ヴ

前
節
に
沿
い
て
生
産
技
術
的
理
由
、

工
場
管
理
的
理
由
、
外
部
節
約
及
び
経
営
の
開
力
性
の
理
由
と
、
凡
そ
四
項
に
列
血
串
せ
る
理

由
か
ら
小
ヱ
揚
の
経
済
性
は
説
明
さ
れ
た
。
と
の
経
桝
性
は
限
ら
れ
た
揚
合
に
の
み
大
工
業
と
拾
抗
し
得
る
程
度
に
建
す
る
に
過
ぎ

-
な
い
が
、
然
し
少
く
と
も
我
図
の
低
葬
賃
の
下
に
た
い
て
機
械
製
作
の
或
る
種
の
部
分
に
就
い
て
は
か
た
り
に
安
蛍
す
る
と
言
ふ
事

が
出
来
る
。
葱
で
一
任
意
す
べ
き
は
今
問
題
と
す
る
下
請
制
工
業
に
お
い
て
、
同
じ
部
分
を
大
工
場
に
な
い
て
も
生
産
可
能
・
な
る
に
拘

ら
や
、
小
工
揚
が
製
作
加
工
す
る
と
と
で
あ
る
c

即
ち
小
工
揚
の
生
産
す
る
商
品
は
本
来
た
ら
ぽ
市
場
に
沿
い
て
大
企
業
と
競
争
闘

係
に
立
つ
べ
き
も
の
で
る
る
。
小
エ
揚
が
と
の
生
輩
出
分
野
に
む
い
て
存
立
を
績
け
て
ゐ
る
の
は
果
し
て
自
由
競
争
に
於
で
捷
ち
得
た

る
地
位
で
る
ら
う
か
、
或
は
大
工
業
の
創
意
に
基
く
経
済
的
地
位
で
あ
ら
う
か
。

若
し
下
請
小
工
揚
の
今
日
の
活
動
が
自
由
競
争
に
於
て
経
済
性
の
故
に
大
工
業
に
封
抗
し
て
捷
ち
得
た
る
も
の
で
あ
る
友
ら
ぽ
、

下
請
制
工
業
の
前
途
は
平
時
に
あ
っ
て
も
十
分
有
望
友
る
も
の
で
る
ら
う
。
然
し
今
日
護
展
せ
る
下
請
工
揚
の
賓
際
を
見
る
と
き
、

事
責
は
然
ら
や
し
て
何
等
か
の
粍
皮
で
大
企
業
に
依
存
し
て
立
っ
て
ゐ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
下
請
制
工
業
費
展
の
傾
向
の
イ
ニ

ζ の揚合既に下請工場の腎は不適苦?となるでるらうo 蓋し依存関係が存しな
いからである。



シ
ァ
テ
ィ
ヴ
が
大
企
業
側
に
る
っ
た
事
は
最
も
本
質
的
な
事
貨
と
し
て
確
認
を
要
す
る
。

第
一
に
そ
れ
は
さ
き
に
述
べ
た
る
如
き
下
請
制
工
業
愛
展
の
事
情
に
徴
し
て
明
か
で
る
る
。
郎
ち
大
工
業
企
業
が
自
己
の
設
備
を

撹
張
せ
や
し
て
、
し
か
も
激
噌
せ
る
注
文
を
消
化
せ
ん
と
し
て
認
に
小
工
場
の
生
産
力
利
用
と
友
っ
た
と
と
は
、
何
よ
り
も
犬
企
業

に
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
の
あ
る
こ
と
を
物
語
る
。
時
に
小
工
場
の
生
産
費
が
少
し
く
高
く
と
も
大
企
業
の
設
備
能
力
が
飽
和
赦
態
に
逮

せ
る
場
合
に
は
下
請
に
出
す
が
如
き
最
も
明
白
な
例
誰
で
あ
る
。

第
二
に
大
企
業
が
受
注
せ
る
機
械
を
分
解
し
て
、
如
何
な
る
部
分
を
自
己
の
工
場
に
で
製
作
し
、
如
何
た
る
部
分
を
下
請
せ
し
む

る
か
の
決
定
は
勿
潟
、
下
請
せ
し
む
る
部
分
を
何
れ
の
工
場
に
注
文
ず
ぺ
き
か
は
全
く
大
金
業
の
自
由
で
あ
る
。
従
っ
て
下
請
注
文

を
山
山
す
方
針
吋
下
請
工
旧
抑
制
措
棟
方
針
も
大
企
業
の
意
思
に
よ
っ
て
種
々
の
場
合
が
あ
り
得
る
。
(
イ
二
般
に
下
清
憤
格
へ
加
工
賃
)
低

き
と
乙
ろ
へ
注
文
す
る
の
は
A

官
同
然
で
あ
り
、
小
工
場
忙
十
分
競
争
せ
し
め
、
見
積
債
絡
低
き
と
と
ろ
へ
下
請
せ
し
め
る
。
或
は
(
ロ
)

之
に
技
術
上
の
考
感
を
加
へ
る
と
と
が
あ
る
。
即
ち
大
企
業
は
自
己
の
製
品
の
葺
舗
を
重
ん
や
る
が
故
に
、
品
質
に
影
響
す
る
下
請

工
場
の
技
術
に
つ
い
て
も
相
嘗
の
闘
心
を
も
っ
。
刊
紙
に
小
工
場
聞
に
不
完
全
競
争
の
徐
地
が
現
れ
る
。
(
ハ
)
の
み
な
ら
や
、
大
企
業

は
小
工
場
を
出
来
得
る
限
り
自
由
に
利
用
い
、
以
て
自
己
の
経
営
の
綬
筒
器
と
し
で
利
刷
ぜ
ん
と
す
る
意
闘
を
も
懐
く
。
大
企
業
が

激
し
き
競
争
の
た
め
低
廉
友
る
償
俗
で
交
注
し
た
る
場
合
は
、
下
請
工
場
に
事
情
を
説
い
て
一
時
加
工
貨
を
引
き
下
げ
さ
せ
る
如
き

こ
と
が
る
る
。
而
し
て
之
が
た
め
に
は
大
企
業
と
し
て
は
下
請
工
揚
に
繕
績
的
注
丈
を
出
す
の
み
な
ら
や
、
粧
品
百
の
内
容
に
立
入
つ

て
干
渉
し
、
共
他
下
請
工
揚
と
深
き
醐
係
を
維
持
せ
ね
ば
な
ら
ね
。

と
の
不
完
全
競
争
の
欣
態
を
作
り
出
す
の
は
一
に
大
企
業
の
態

度
に
外
な
ら
ぬ
。

中
小
工
業
問
題
と
し
て
の
下
請
制
工
業

第
四
十
七
巻

第
六
披

主五

八七一一一

下請制度(工業と経済、昭平111.Z年9月競)。村岡嘉六、2) 



中
小
工
業
問
題
と
し
て
の
下
請
制
工
業

第
四
十
七
巻

八
七
回

第
ノ、
量量

プミ

大
企
業
が
下
請
工
揚
を
選
捧
す
る
方
針
に
は
差
異
が
あ
る
が
、
最
初
小
工
揚
が
下
請
嗣
係
に
入
っ
た
事
情
、
印
ち
取
引
関
係
の
端

一
般
的
調
斎
は
友
い
が
、
東
京
市
問
屋
制
小
工
業
調
授
に
よ
れ
ば
知
人
制
介
が
最
も
多
く
全
一
九
九
)
、

闘
係
之
に
次
空
、
問
屋
と
の
直
接
交
渉
、
問
屋
よ
り
の
一
依
頼
、
主
従
樹
係
等
殆
ど
向
車
「
を
占
め
が
。
染
者
の
調
賓
し
た
る
と
こ
ろ
も

絡
は
何
で
あ
っ
た
か
、

友
人

共
他
の
調
ポ
ー
も
之
と
大
同
小
異
で
あ
り
、

一
般
的
に
見
て
白
尚
競
争
に
よ
っ
て
下
請
小
工
揚
が
一
花
方
企
業
に
結
び
つ
く
に
至
っ
た
も

の
は
多
く
な
い
。

之
、
消
極
的
乍
ら
イ
ュ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
が
大
企
弐
側
に
あ
っ
た

つ
の
誇
撲
に
な
る
で
あ
ら
う
。

E 

下
請
関
係
の
賭
郡
山
態

下
請
制
工
業
が
大
企
業
の
イ
-
一
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
に
よ
っ
て
設
展
し
た
り
と
す
れ
ば
、

こ
の
下
請
工
揚
の
大
企
業
に
射
す
る
依
存
聞
係

は
如
何
左
る
も
の
で
あ
る
か
。
突
に
依
存
関
係
は
翠
純
友
る
現
在
の
如
き
朕
態
を
続
け
る
で
あ
ら
う
か
、
或
は
更
に
密
接
化
す
る
か

ζ

の
二
劉
が
問
題
と
友
る
。
蓋
し
一
般
に
下
請
制
に
沿
い
て
は
と
の
聞
の
闘
係
が
稀
薄
に
し
て
一
日
一
沈
滞
期
に
入
っ
た
時
は
、
一
冗
方

工
揚
と
の
闘
係
が
絶
た
れ
、
下
請
ヱ
揚
の
破
綻
と
友
る
虞
が
極
め
て
大
で
る
る
か
ら
、
下
請
制
針
策
を
樹
つ
る
に
営
つ
で
も
乙
の
鈷

を
注
目
す
る
必
要
が
る
る
の
で
る
る
。

現
在
に
沿
い
て
大
企
業
が
小
工
揚
を
し
て
下
請
せ
し
む
る
揚
ム
口
の
態
度
、
邸
ち
下
請
闘
係
の
形
態
を
三
つ
に
大
別
し
得
る
で
あ
ら

ぅ
。
第
一
は
皐
に
下
請
債
格
(
加
工
賃
)
の
低
廉
な
る
と
と
の
み
を
標
準
と
し
て
小
工
揚
を
競
争
せ
し
め
る
。
相
常
康
範
閣
の
下
請
ヱ

揚
を
し
て
見
積
を
な
さ
し
必
、
揚
ム
口
揚
合
に
よ
っ
て
最
低
債
格
を
巾
出
で
た
る
も
の
に
説
文
す
る
の
で
あ
る
。

乙
の
と
き
大
企
業
と

下
請
工
揚
と
の
聞
は
全
然
浮
動
的
左
闘
係
に
あ
る
。

こ
の
方
法
に
よ
れ
ば
、
小
工
場
は
作
業
の
少
き
と
き
に
は
生
産
費
を
割
る
如
き

東京市役所、東京市問屋制小工業調査、昭和12年~ ，30]ヨ:。3) 



過
度
の
競
争
を
注
し
、
そ
の
結
果
一
光
方
企
業
と
し
て
は
低
廉
な
る
製
品
を
得
る
け
れ
ど
も
、
小
ヱ
揚
の
技
術
程
度
の
一
般
に
低
き
と

と
を
考
へ
合
す
た
ら
ば
、
之
に
よ
っ
て
優
良
た
る
部
分
品
又
は
工
作
を
期
待
し
得
夜
い
事
は
い
ふ
迄
も
た
い
。
問
屋
制
工
業
、
即
ち

md弓
巾

m
E言
明
間
}
£
【
日
目

と
相
近
き
も
の
た
ら
ず
る
を
得
一
な
い
で
あ
ら
う
。
そ
れ
故
製
品
の
襲
債
を
重
ん
じ
、
従
っ
て
品
質
主
向
め
ん
と

す
る
犬
企
業
は
第
二
の
方
訟
を
と
る
。

下
請
開
聞
係
の
第
二
の
形
態
は
先
づ
技
術
の
程
度
に
よ
っ
て
下
請
工
場
を
漣
揮
し
、

と
の
比
較
的
狭
き
範
閣
内
で
多
少
と
も
競
争
の

徐
地
を
残
す
の
で
あ
る
。
従
っ
て
同
種
の
作
業
を
友
し
得
る
数
工
場
の
聞
に
は
競
争
を
危
さ
し
む
る
が
、
あ
ま
り
に
一
一
応
丈
が
偏
る
や

う
左
揚
合
に
は
交
渉
し
て
加
工
賃
を
引
き
下
げ
さ
せ
る
こ
と
も
行
ふ
。

乙
k

で
は
技
術
に
針
ナ
る
考
慮
が
加
へ
ら
れ
、

下
請
工
場
開

の
競
争
は
不
完
全
と
お
る
つ
而
L
て
と
の
限
度
の
槻
係
に
あ
る
も
の
が
下
請
制
工
業
の
最
も
犬
た
る
部
分
を
占
め
る
。
時
代
ほ
機
械

注
文
者
と
し
で
の
官
臓
が
と
の
態
度
を
強
制
す
る
と
と
が
あ
る
。
以
上
何
れ
の
揚
合
に
も
資
本
的
闘
係
は
友
い
。
と
の
形
態
の
精
進

ん
だ
の
は
、
大
企
業
が
下
請
工
場
陀
繕
綾
的
注
文
を
附
す
方
針
を
と
る
場
合
で
あ
る
。
前
者
の
浮
動
的
闘
係
友
る
に
封
し
、
之
を
繕

緒
的
関
係
と
名
付
け
る
と
と
も
出
来
よ
う
。
卸
ち
小
工
場
に
沿
け
る
技
術
の
程
度
を
考
慮
し
て
先
づ
下
請
工
場
を
一
定
範
闘
に
限
る

の
み
左
ら
や
、
更
に
そ
れ
を
引
き
上
げ
し
め
る
た
め
に
各
工
場
に
出
す
注
文
量
を
た
る
べ
く
抑
制
一
動
少
き
や
う
に
し
、
少
く
と
も
常
陀

幾
分
か
の
仕
事
を
輿
へ
る
や
う
に
す
る
。
継
端
倒
的
関
係
の
殻
巣
は
(
イ
)
之
に
よ
っ
て
下
請
工
場
に
安
定
せ
る
経
瞥
を
積
け
し
め
、
能

率
上
に
好
影
響
を
興
へ
る
と
と
、
叉
(
ロ
)
同
一
合
枇
よ
り
の
注
丈
に
よ
っ
て
何
等
か
の
程
度
に
専
門
化
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
熟
練
に

よ
る
捗
術
の
向
上
を
見
る
と
と
で
あ
る
。

縫
描
倒
的
注
文
は
一
疋
方
企
業
よ
り
明
白
に
之
を
保
設
す
る
こ
と
も
る
り
、

或
は
保
詮
た
く

間
早
に
賓
行
し
つ
L
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
後
の
場
合
に
於
て
も
相
営
の
妓
川
市
を
皐
げ
て
ゐ
る
。
議
で
は
小
工
揚
の
技
術
向
上
が
一
つ
の

中
小
工
業
問
題
と
し
て
の
下
請
制
工
業

第
四
十
七
巻

八
七
五

第
六
披

-u 



中
小
工
業
問
題
と
し
て
の
下
滞
制
工
業

八
七
六

第
四
十
七
巻

第
六
競

八

要
素
に
友
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
属
ξ

舎
枇
の
経
営
組
織
に
沿
い
て
も
一
つ
の
殻
展
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
例
へ
ば
一
般
瞬
間
具
係
が

下
請
に
闘
す
る
事
務
佐
取
扱
ふ
場
合
よ
り
一
歩
進
み
、
各
工
場
(
作
業
課
)
に
相
山
口
同
の
権
限
を
興
へ
て
外
注
係
の
如
き
も
の
を
設
け
、

下
請
部
分
の
決
定
及
び
注
文
も
行
は
し
め
る
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。
更
に
繕
績
的
関
係
の
今
一
つ
の
放
果
は
(
ハ
)
下
請
工
場
を
自
己

の
工
場
と
同
様
に
自
由
に
利
用
し
、
時
に
は
経
営
上
の
一
種
の
緩
衝
器
た
ら
し
め
る
に
使
友
る
こ
と
で
る
る
。
即
ち
大
企
業
が
下
請

工
場
に
継
績
的
注
丈
佐
川
す
と
苛
は
小
工
場
は
企
業
絞
替
が
安
定
す
る
放
に
之
を
憾
と
し
、

或
る
何
脱
皮
治
方
企
業
の
命
の
を
し
ゐ
に
動

〈
や
う
に
友
る
。

激
し
LT
紘
一
乍
そ
の
他
の
事
情
に
上
っ
て
大
企
弐
が
殿
t
受
注
し
た
る
機
川
内
を
製
作
す
る
に
前
っ
て
‘
防
己
の
生
官

費
を
引
き
下
げ
る
た
め
、
下
請
工
場
に
一
事
情
を
説
き
、
他
の
場
合
に
理
め
合
は
す
と
稀
し
て
加
工
賃
を
引
き
下
げ
し
め
る
と
と
が
出

来
る
。
叉
納
期
迫
れ
る
場
合
、
特
に
或
る
下
請
エ
場
に
交
渉
し
て
特
別
の
取
扱
ひ
を
た
さ
し
め
る
と
と
も
あ
る
。
更
に
新
し
き
分
野

に
進
出
せ
ん
と
欲
す
る
と
き
は
、
之
に
梢
熟
練
す
る
迄
大
企
業
も
利
徒
た
き
こ
と
が
屡
と
あ
る
か
ら
、
下
請
工
揚
に
も
遊
分
か
の
犠

牲
を
強
ひ
る
と
と
が
可
能
で
あ
る
。
か
く
て
繕
績
的
闘
係
を
保
っ
と
き
は
下
請
工
場
を
か
友
り
自
由
に
利
用
し
得
る
が
、

一
歩
進
ん

で
之
を
専
局
工
場
化
す
る
と
き
、
こ
の
事
は
最
も
容
易
と
な
る
。

下
請
闘
係
の
第
三
の
形
態
は
専
属
関
係
で
あ
る
。
部
ち
元
方
工
場
が
教
個
の
下
請
工
場
を
指
定
し
て
そ
れ
に
の
み
注
文
を
設
し
、

該
工
場
を
し
て
他
の
元
方
工
場
よ
り
注
文
を
う
け
さ
せ
な
い
揚
合
、
若
く
は
下
請
工
場
が
自
愛
的
に
他
の
企
業
よ
り
の
下
請
作
業
を

し
な
い
場
合
で
る
る
。
か
a
A

る
専
属
関
係
を
結
ぶ
に
は
勿
論
種
々
の
賠
で
雨
者
は
そ
れ
だ
け
の
深
き
関
係
に
立
入
る
。
弐
に
と
の
関

係
の
内
容
を
少
し
〈
詳
細
に
見
よ
も
第
一
に
工
場
の
生
産
設
備
に
つ
い
て
干
渉
し
、
之
を
整
備
す
る
た
め
若
干
の
改
愛
を
悠
想
す

る
。
例
へ
ぽ
不
足
せ
る
馬
力
教
を
増
大
し
、
老
朽
化
せ
る
設
備
を
補
修
・
改
造
す
る
。
或
は
作
業
を
専
門
化
せ
し
め
、
そ
の
た
め
に

村岡嘉六、下請制度(ヱ業と紹輝、昭和12年9月掠)<， 
小宮山琢二、村岡嘉六雨氏の前掲論文参照。2) 



機
械
設
備
を
勢
更
せ
し
め
る
。
或
る
種
の
機
械
又
は
或
る
種
の
部
分
品
に
小
工
場
を
専
門
化
せ
し
め
、
そ
の
た
め
に
必
要
友
る
新
機

乙
の
場
合
大
企
業
が
自
己
の
支
配
下
に
あ
る
下
請
工
場
を
計
書
的
組
織
的
に
専
門
化

械
を
購
入
せ
し
め
る
如
き
、
そ
の
例
で
あ
る
。

せ
し
め
‘
各
工
場
内
分
野
が
抵
摘
せ
ざ
る
や
う
に
す
る
徹
底
的
た
方
法
も
る
る
。

か
く
の
如
き
生
産
設
備
へ
の
干
渉
は
概
ね
資
本
的

関
係
を
必
要
と
し
・
少
く
と
も
相
営
の
深
き
閥
係
を
前
提
と
す
る
。
恰
も
カ
ル
テ
ル
が
契
約
的
結
合
に
止
る
故
に
生
産
設
備
の
改
鋳

邸
ち
技
術
的
改
良
に
及
び
得
、
下
、

ツ
ェ
ル
ン
、

と
の
黙
に
於
て
カ
ル
テ
ル
は
資
本
的
関
係
、
そ
の
他
之
に
類
す
る
深
き
閥
係
を
基
礎
と
せ
る
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
等
の
結
合
と
異
る
の
と
相
似
た
事
情
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
第
二
に
機
械
・
工
具
類
の
購
入
に
際
し
資
金
の

援
助
を
奥
へ
る
。
小
工
業
者
が
設
備
改
善
を
行
は
ん
と
し
て
も
概
ね
金
融
に
於
で
困
難
左
感
や
る
が
枕
に
、
一
冗
方
公
業
が
買
入
資
金

を
貸
し
、

年
同
帆
叉
怯
月
拭
陀
て
之
を
償
還
せ
し
め
、

か
〈
て
機
械
を
設
備
せ
し
め
る
こ
と
が
あ
る
。

工
作
機
減
製
法
曾
枇
が
自
製
の

機
械
を
買
取
ら
し
め
、
又
モ
の
他
の
曾
祉
に
あ
っ
て
も
自
枇
に
て
使
用
し
て
ゐ
た
機
峨
を
梯
下
げ
、
何
れ
も
年
賦
叉
は
月
賦
を
以
て

貫
入
資
金
を
償
還
せ
し
め
る
如
き
と
の
例
で
あ
る
。
第
三
に
は
経
替
上
に
積
極
的
な
指
導
と
統
制
を
加
へ
る
。

工
程
表
を
作
成
し
て

や
り
、
下
清
債
侍
を
一
疋
方
工
場
よ
り
指
定
し
て
競
争
を
排
除
し
、
又
峨
工
の
持
貨
を
指
定
す
る
如
き
之
で
あ
る
。
又
他
の
大
企
業
よ

り
の
下
請
注
文
を
受
け
る
と
と
を
禁
止
す
る
と
と
も
あ
る
。

以
上
掲
げ
た
る
如
き
専
局
関
係
の
援
助
・
干
渉
は
最
も
極
端
友
る
例
で
あ
り
、
決
し
て
一
般
的
で
は
た
い
。
市
平
ろ
少
数
の
大
企
業

の
み
が
寅
行
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
然
し
乍
ら
と
れ
ら
の
各
方
法
の
中
何
れ
か
つ
て

又
は
之
と
類
似
の
方
法
を
採
る
も
の
は
屡

ミ
見
受
け
ら
れ
る
。
例
へ
ば
専
門
化
に
つ
い
て
も
直
俊
機
械
の
改
獲
を
悠
混
ぜ
す
、
そ
の
工
場
の
過
去
の
終
験
に
よ
り
鍛
鋼
の
作
業

に
溺
せ
る
か
、
非
徴
金
属
の
作
業
に
油
せ
る
か
、
旋
盤
加
工
に
優
れ
て
ゐ
る
か
、
仕
上
加
工
を
得
意
と
す
る
か
を
見
分
け
、
夫
々
に

中
小
ヱ
業
問
題
と
し
て
の
下
請
制
工
業

第
四
十
七
巻

八
七
七

第
六
観

一
二
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中
小
工
業
問
題
と
し
て
の
下
請
制
工
業

第
四
十
七
巻

八
七
八

第
六
揖

O 

遁
せ
る
注
文
を
集
中
す
る
方
法
が
あ
る
。
こ
の
方
法
に
よ
れ
は
熟
練
に
よ
り
技
術
を
高
め
得
る
は
勿
論
、
小
工
揚
も
自
然
に
機
械
を

そ
の
万
向
に
整
備
し
専
門
化
す
る
こ
B
t
L
た
る
。

い
は
ピ
専
門
化
を
誘
導
す
る
の
で
あ
る
。
同
様
に
偏
物
、
歯
車
切
削
、
鍛
造
等
は

大
関
分
業
と
た
っ
て
ゐ
る
か
ら
之
を
専
門
化
せ
し
む
る
乙
と
は
容
易
で
る
る
。
か
く
の
如
き
種
-
R
-
た
る
途
を
通
じ
て
下
請
工
場
に
深

き
関
係
を
も
つ
な
ら
ば
、
必
や
し
も
他
の
元
方
企
業
よ
り
の
下
請
注
文
を
禁
止
せ
や
と
も
、
自
然
、
総
P
」
或
は
全
く
一
個
の
元
万
金

誕
の
下
請
の
み
に
よ
勺
て
操
業
す
る
と
と
a
A

友
る
。
と
れ
ら
を
す
ぺ
て
専
属
関
係
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。

然
る
に
夜
に
注
意
す
べ
き
は
、
か
-
A

る
専
属
闘
係
陀
入
る
と
共
に
、
下
請
制
工
業
は
一
つ
の
新
し
き
段
階
に
進
む
と
と
で
あ
る
。

蓋
し
下
請
小
工
揚
が
以
上
の
如
き
技
術
的
干
渉
、
特
に
専
門
化
、
資
本
的
援
助
、
及
び
経
営
上
の
干
渉
を
う
け
る
と
共
に
、
小
工
揚

は
全
く
狛
立
的
地
位
を
失
ふ
か
ら
で
あ
る
。
上
述
の
所
謂
浮
動
的
闘
係
又
は
繕
績
的
闘
係
に
あ
っ
て
は
、
下
請
工
揚
は
大
企
業
に
依

存
し
て
は
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
未
だ
そ
こ
に
は
或
る
程
度
の
濁
立
性
を
保
留
し
、
雨
者
の
嗣
係
は
断
た
れ
る
可
能
性
が
時
間
っ
て
ゐ
た
。

然
る
に
専
属
的
関
係
に
於
て
は
最
平
下
請
工
揚
は
元
方
企
業
の
注
文
な
く
し
て
は
そ
の
存
立
極
め
て
困
難
と
左
る
。
定
方
工
揚
と
し

て
は
自
己
の
指
令
に
上
っ
て
非
濁
立
化
せ
し
め
た
る
が
故
に
、
不
況
に
た
っ
た
ム
」
亡
卒
然
と
と
の
関
係
を
断
っ
と
と
は
、
た
と
へ
不

可
能
で
・
な
い
と
し
て
も
、
簡
輩
に
は
行
以
得
友
い
?
あ
ら
う
。
然
る
に
本
来
下
請
制
工
業
は
、
不
況
の
際
に
沿
け
る
危
険
を
特
嫁
せ

ん
が
た
め
に
、
機
械
需
要
激
減
す
れ
ば
多
く
の
部
分
を
元
方
工
揚
に
て
製
作
し
‘
自
己
の
操
業
を
可
及
的
に
維
持
せ
ん
と
す
る
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
を
顧
み
る
な
ら
ば
、
専
属
化
の
傾
向
は
之
と
民
に
反
封
の
方
向
に
あ
る
も
の
と
一
一
一
一
日
は
・
怠
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
た
ピ
精
々

小
工
揚
に
幾
分
か
の
負
捲
を
せ
し
め
て
、
元
方
企
業
の
崩
壊
を
防
ぐ
こ
と
は
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
。
従
っ
て
専
属
閥
係
に
る
っ
て

は
危
険
制
時
嫁
の
目
的
を
放
棄
又
は
制
限
す
る
と
と
L
た
り
、
今
一
つ
の
原
因
、
副
ち
集
約
的
第
働
等
に
碁
〈
経
済
性
の
利
用
が
前
面



に
山
山
て
来
る
の
で
あ
る
。
然
し
逆
に
下
請
制
設
展
の
直
接
且
本
質
的
原
因
が
危
険
制
押
嫁
に
あ
っ
売
と
考
へ
る
た
ら
ば
、
専
属
関
係
の

議
展
は
狭
き
限
界
内
に
止
る
で
あ
ら
う
。
か
k

る
闘
係
を
維
持
せ
る
寅
際
の
事
例
を
見
る
に
、
或
は
機
械
中
に
で
も
景
気
の
鑓
動
を

う
〈
る
と
と
比
較
的
少
き
特
殊
の
も
の
、

又
は
大
企
業
に
し
て
製
品
の
品
質
を
重
腕
す
る
と
共
に
、

巨
大
資
本
を
背
景
と
せ
る
揚
合

か
、
然
ら
ざ
れ
ば
進
歩
的
危
企
業
者
の
支
配
下
に
あ
る
も
の
に
限
ら
れ
る
や
う
で
る
る
。
か
く
の
如
き
専
属
化
せ
る
下
請
工
揚
は
と

の
意
味
に
於
て
は
下
請
闘
係
か
ら
一
歩
進
ん
で
一
種
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
を
構
成
す
る
も
の
と
見
る
の
が
寧
ろ
疋
し
い
で
あ
ら
う
。

"‘-J 、

論

結

下
請
削
工
業
に
必
山
り
る
大
企
業
と
小
企
業
止
の
闘
係
に
つ
い
て
考
察
主
進
め
て
来
た
が
、

定
づ
こ
の
下
請
制
改
展
の
イ
一
一
シ
ア
-
ア

い
は
ピ
大
企
業
は

1

新
し
き
結
合
し
を
行
ふ
企
業
者
で
あ
っ
た
が
、

ィ
ヴ
が
会
〈
大
企
業
側
に
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
せ
ね
ば
な
ら
ね
。

下
請
工
場
は
草
怒
る
業
主
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
以
上
の
考
祭
よ
り
、
下
請
工
場
は
今
後
如
何
た
る
注
を
辿
る
ぺ
き
か
に
つ
い
て

少
し
く
考
へ
て
見
た
い
。
問
者
の
闘
係
の
中
で
、
最
も
密
接
左
る
は
所
謂
専
属
闘
係
で
る
っ
て
、
そ
と
で
は
下
請
工
揚
は
殆
H
E
全
く

大
企
業
に
従
開
局
せ
る
地
位
に
立
ち
、

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
一
環
を
た
す
の
で
あ
る
か
ら
、
好
景
気
K
は
最
も
園
浦
左
る
闘
係
宮
績
け
最

犬
の
経
済
性
を
護
衛
す
る
と
と
は
明
か
で
る
る
。
然
し
乍
ら
不
況
期
と
な
っ
て
も
向
自
ら
犠
牲
を
梯
っ
て
下
請
小
工
場
を
維
持
し
て

や
る
こ
と
は
元
方
工
場
に
と
っ
て
必
や
し
も
容
易
な
と
と
で
は
な
い
。
之
を
慮
れ
ば
と
そ
大
多
数
の
元
方
企
業
が
下
請
工
揚
の
専
属

化
を
謹
へ
る
の
は
葉
し
営
然
で
あ
る
。
繁
一
忙
期
に
於
け
る
有
利
性
を
利
用
せ
ん
が
た
め
に
不
況
期
の
大
友
る
犠
牲
を
忍
ぶ
こ
と
は
企

業
者
の
特
殊
な
決
断
を
要
し
、

一
般
の
企
業
者
に
均
し
く
望
む
こ
左
は
出
来
左
い
。
即
ち
専
属
闘
係
は
狭
い
限
界
内
に
止
ら
ざ
る
を
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品
開
友
い
と
思
は
れ
る
。

専
同
局
関
係
は
確
か
に
小
工
揚
を
存
績
せ
し
め
る
一
つ
の
途
で
あ
る
け
れ

E
も
、
之
を
多
く
の
揚
合
に
望
み
得
友
い
と
す
れ
ば
、
下

請
工
場
を
草
な
る
下
請
工
場
と
し
て
護
展
せ
し
め
る
か
、
或
は
大
企
業
か
ら
濁
立
し
て
経
轡
せ
し
む
る
か
の
二
途
し
か
・
泣
い
。
大
企

議
は
現
定
の
如
く
需
要
大
怠
る
際
に
、
設
備
の
横
張
を
さ
け
つ
h
A

需
要
左
消
化
せ
ん
が
矯
め
、
小
ヱ
揚
を
下
請
工
揚
と
し
て
利
用
し

た
の
勺
あ
る
か
ら
、
不
況
期
に
は
従
来
ド
読
に
出
し
て
ぬ
た
郎
分
迄
自
製
ず
る
こ
と
i
h

な
り
、
下
請
工
場
は
杢
〈
注
丈
佐
得
古
る
に

至
る
虞
が
極
め
て
強
い
の
で
る
る
。
然
ら
ぱ
将
来
依
然
と
し
て
小
工
場
を
出
来
得
る
限
り
下
請
工
場
と
し
て
経
轡
せ
し
む
ぺ
き
か
、

又
は
下
請
閥
係
を
離
れ
て
な
る
べ
く
凋
立
ヱ
揚
と
し
て
存
立
せ
し
む
べ
き
か
を
考
へ
る
こ
と
は
極
め
て
必
要
の
こ
と
で
あ
る
。

前
者
を
主
張
す
る
根
擦
は
小
ヱ
揚
の
経
管
者
は
概
ね
経
営
の
才
能
に
沿
い
て
劣
旬
、
特
に
市
揚
の
事
情
に
通
巴
泣
い
か
ら
、
相
州
立

経
営
し
て
ゆ
く
能
力
に
乏
し
い
と
す
る
。
従
っ
て
小
工
場
は
犬
企
業
に
依
存
せ
る
下
請
闘
係
を
持
績
ず
べ
き
で
ち
る
と
い
ふ
。
然
し

と
の
見
解
は
不
況
期
に
か
け
る
犬
企
業
の
態
度
に
沿
い
て
大
抵
る
困
難
に
衝
突
す
る
。
即
ち
同
定
費
の
重
廊
下
に
あ
る
企
業
者
に
か

か
る
下
請
闘
係
を
繕
績
す
る
寛
容
を
笠
む
と
と
は
一
般
に
は
不
可
能
で
あ
ら
う
。
後
の
論
者
、
印
ち
下
請
工
場
を
猫
立
工
揚
と
し
て

存
立
せ
し
む
べ
し
と
す
る
論
者
は
企
業
者
の
こ
の
態
度
を
主
張
の
根
協
と
す
る
。
然
し
乍
ら
認
に
も
一
つ
の
困
難
が
あ
る
。
即
ち
小

工
場
が
大
工
場
に
針
抗
し
て
存
立
し
て
ゆ
〈
た
め
に
は
小
工
場
は
自
ら
市
揚
に
販
路
を
獲
得
せ
ね
ば
友
ら
ね
。
例
へ
ば
繊
維
工
業
の

皐
純
な
る
過
程
を
行
ふ
企
業
、
綿
織
物
業
者
の
如
を
が
、
小
規
模
に
て
存
立
を
績
け
得
る
の
は
、
原
料
獲
得
に
長
い
て
、
叉
製
品
販

寅
に
必
い
て
市
場
が
整
備
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
之
と
同
様
に
機
械
工
業
に
沿
け
る
小
工
場
が
凋
立
し
て
ゆ
け
る
た
め
に
は
一
方

或
る
程
度
専
同
化
し
て
之
に
よ
っ
て
技
術
と
生
産
賓
と
に
沿
い
て
優
秀
さ
を
保
持
し
、
他
方
原
料
及
び
製
品
市
揚
の
整
備
ぜ
る
と
と

Robinson， .-ibid.， p. 72・



が
必
要
で
る
る
。
か
く
す
れ
ば
小
工
場
も
相
官
の
競
争
能
力
を
も
ち
、
或
る
範
閏
の
顧
客
を
獲
得
し
、

一
定
作
業
に
つ
い
て
は
獅
立

し
て
注
文
を
う
け
得
る
で
あ
ら
う
。
工
業
組
合
の
如
き
組
織
の
力
に
よ
り
で
更
に
之
を
補
強
す
る
こ
と
は
有
数
で
あ
る
。
然
し
大
企

業
の
指
導
を
離
れ
て
小
工
場
に
か
く
の
如
き
技
術
の
高
度
を
望
む
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
何
よ
り
も
市
場
の
整
備
、
配
給
機
構
の
確

立
と
い
ふ
こ
と
は
人
潟
的
政
策
を
以
て
早
急
に
行
ひ
得
る
と
と
で
は
た
い
で
あ
ら
う
。

か
く
し
て
小
工
業
政
策
は
最
も
困
難
友
る
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
小
工
場
P
専
属
工
場
と
す
る
と
と
も
容
易
で
た
〈
、
現
在
の
一

般
的
た
下
請
関
係
を
何
時
迄
も
繕
績
せ
し
め
る
と
と
に
も
、

又
小
工
揚
を
大
企
業
か
ら
樹
立
し
て
経
待
せ
し
め
る
こ
と
に
も
困
難
が

件
ふ
。
之
は
、
機
械
工
業
が
多
穏
類
の
製
品
在
生
産
し
、

し
か
も
多
〈
注
文
生
古
川
た
る
と
と
に
大
た
る
原
悶
が
あ
る
。

日
本
の
特
殊

事
情
~
た
る
低
弁
貨
が
小
工
場
の
有
利
な
る
終
侍
を
許
す
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
・

一
万
市
場
の
狭
陥
と
い
ふ
事
実
が
小
工
場
の
濁
立

的
褒
展
を
妨
げ
て
ゐ
る
。
荒
し
市
場
の
庚
犬
友
る
闘
に
於
て
は
小
工
場
は
専
門
化
に
上
る
絞
情
性
を
享
受
し
授
が
ら
、

し
か
も
販
路

を
比
較
的
容
易
に
獲
得
し
得
る
で
あ
ら
う
か
ら
。
採
て
機
械
工
業
に
お
け
る
部
分
品
製
作
又
は
加
工
は
之
を
犬
量
的
需
要
あ
る
も
の

と
、
容
積
、
形
欣
、
性
質
等
に
沿
い
て
特
殊
性
を
有
し
、
需
要
数
量
少
き
も
の
と
に
分
つ
こ
と
が
出
来
る
。
瓶
一
邑
す
れ
ば
、
特
殊
的

た
数
量
少
き
も
の
に
つ
い
て
は
小
工
場
を
し
て
下
請
闘
係
を
繕
績
せ
し
め
る
の
を
可
と
し
、
大
量
需
要
あ
石
部
分
口
剛
に
つ
い
て
は
小

工
場
の
濁
立
経
替
の
可
能
性
が
大
で
る
る
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
よ
う
か
。
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